
            南城市立玉城中学校 10月の保健目標 
                 第６号  令和６年 １０月号  目を大切にする習慣を身につけよう 
 
日中はまだまだ暑さが感じられますが、空や風の趣からは“初秋”の訪れが感じられ、心身共に心地好いシーズンです♪ 

しかし、その一方で、県内「インフルエンザ 4週連続の増加」と報告されており、注意報継続中です。本校においても、9月の半ば
から末に掛け、延べ人数70名程いました。今月スタートに際し、改めて『感染症予防』を呼びかけます。 
【インフルエンザ感染予防策】 ①こまめな手洗い ②バランス良い食事と十分な睡眠 ③マスク着用 ④室内の換気と適切な湿度保持 等 
出席停止期間☞「発症後5日を経過し、かつ、解熱後2日をするまで」医療機関を受診され指示を受けましょう。追って、学校へご連絡を！ 
 
R6 学校保健委員会の報告より 先日、学校四師（内科医・歯科医・耳鼻科医・薬剤師）の先生方を招聘し、定期健診結果等の協議を行いました。その中から2 点報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アレルギー性鼻炎 本校約8割･･･アレルギー性鼻炎の罹患率は、日本国民の約40％と言われていますが、本校もかなりの高率です。 

アレルギー性鼻炎には季節性と通年性の2種類があり、季節性アレルギー性鼻炎は一般に「花粉症」として知られており、特定の季節に植物の 

花粉が原因で起こります。通年性の多くはハウスダスト（室内塵性ダニ類）アレルギーです。沖縄はダニにとって気温や湿度の点で、 

国内で最も生息環境に適しているとのこと。ダニは気温と湿度が高くなると産卵し、湿度が低下すると死滅する。 

亜熱帯地方である沖縄 ： 本土に比べ高温多湿の土地である為、ダニの産卵期間が長く死滅する期間が短いという特徴があるとのこと。 

 

～できることから始めよう 防ダニ対策～ 

人が生活している以上、ダニ０は難しく、どんなに劣悪な環境でもアレルギーが発症する人としない人がいるので、一概にダニアレルギーは 

部屋が汚いから発症するものでもないとのこと。但し、ホコリとダニの量は相関する為、掃除,洗濯等は善い対策に！ 

 

  本校耳鼻科医からのご意見 

１）天気が悪い日の不調 ※気象病 ⇒アレルギー…から来していること多い。  

２）鼻閉の症状があるといびきかきやすくなる。 

３）除湿とホコリ取りを行う。ダニが好む物を 掃除（掃除機・空気清浄機等）・洗濯・思い切って捨てる 

 

アレルギー性鼻炎は自然に治ることはまずありません。放置すると鼻づまりが長時間続き、不快症状による睡眠不足、集中力や持続力の低下、 

学習への影響を及ぼす等、生活の質（QOL）の低下に繋がりやすくなります。早めに治療することで症状を抑えることが可能！ 

近年はアレルギーそのものを治す治療も始まっています 「舌下免疫療法 2015年から保険適応 詳細は耳鼻科医にご相談を！」 
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全国R4…

沖縄R4…

南城市…

玉城中…

歯科検診結果 市、県、全国との比較

う歯なし 処置完了 未処置

本校生徒の健診結果において、最も評価が良いのが“歯科”です。 

全国及び県のデータはR4になりますが、「う歯なし（むし歯なし）」の 

割合が県や市より上回っています。これについては、本校歯科医より 

「玉城小児童も含めて（小中兼務）、玉城の子ども達は口腔状態が良好な 

者が多い印象。しかし、う歯（むし歯）を保有する子は、かなりの本数 

及び進行が酷い者がいるので、この機会に「こども医療費助成制度」を 

活用し、確実に治療を！とご助言頂きました。 

本校、病欠者や保健室休養者が多いのは 

アレルギー保有率の高さが起因しているのかも 




